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当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 
信 託 期 間 無期限（2012年１月23日設定） 

運 用 方 針 

ターゲット・イヤー※を想定し、運用の時間経過と
ともに資産配分を変更することにより、投資信託
財産の中長期的な成長を図ることをめざして運用
を行います。 
※ターゲット・イヤーとは、個々人が想定するライフイベ
ント（退職など）の時期を意味し、当ファンドにおける
安定運用開始時期を指します。なお、原則として、ター
ゲット・イヤーの決算日の翌日を「安定運用開始時期」
とします。 

・ ターゲット・イヤーに向けて、安定性資産の投
資割合を高め、徐々に安定運用に移行します。 

・ ターゲット・イヤーまでの残存期間が長いほど、
値上がり益の獲得を重視した運用を行います。 

・ ターゲット・イヤーに接近するにしたがって、
収益性資産（株式等）への投資割合を徐々に減
らし、安定性資産（債券等）の比率を高めるこ
とでファンド全体のリスクを徐々に減らしてい
きます。 

・ 市場の変動により、投資対象ファンドの組入比
率が基本投資割合から乖離した場合は、３カ月
に１回基本投資割合へ戻す調整を行います。 

・ 基本投資割合の変更を、家計や市場の構造変化
等を考慮して、原則として年に１回行います。 

・投資対象とする資産クラスまたは投資スタイル
については、原則として５年に１回見直しを行
います。 

当ファンドの運用にあたっては、「ウエルスアドバ
イザー株式会社」の投資助言を受けます。 

主要運用対象 

主としてETF（上場投資信託）及び投資信託証券
への投資を通じて、国内株式、先進国株式、新興
国株式、オルタナティブ資産（ヘッジファンド、
コモディティ、リート（不動産投資信託））及び日
本債券及び世界の国債等、広範な各資産クラスへ
分散投資します。 
なお、投資対象とするETF及び投資信託証券は別
に定めるものとします。 
・ 株式や債券等の伝統的資産と値動きが異なる、

オルタナティブ資産もポートフォリオに組入れ
ることで、信託財産の安定的な収益獲得をめざ
します。 

・ 当ファンドが組入れる投資対象ファンドに対
し、為替ヘッジを行う場合があります。 
なお、当初はヘッジファンド及びコモディティ
を投資対象としているETFに対し、為替ヘッジ
を行う方針です。ただし、資金動向、市場動向
等により、委託会社が適切と判断した場合には
為替ヘッジを行う投資対象ファンドを変更する
場合があります。 

組 入 制 限 
投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 
株式への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 

年１回決算時に分配方針に基づき分配を行いま
す。繰越分を含めた経費控除後の利子・配当収入
等と売買益等（評価益を含みます）から、収益分
配方針に基づいて分配します。ただし、分配対象
額が少額の場合は、分配を行わないことがあります。 

 

 

 

運用報告書（全体版） 
第12期 

（決算日：2023年９月14日） 

 

セレブライフ・ 

ストーリー2035 
 

追加型投信／内外／資産複合 

 

 

 

受益者のみなさまへ 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、「セレブライフ・ストーリー2035」は、

2023年９月14日に第12期決算を行いました。 
ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願

い申し上げます。 
 

 

 

 

 

 

ＳＢＩアセットマネジメント株式会社 

東京都港区六本木１－６－１ 

お問い合わせ先 

電話番号 03-6229-0097 

受付時間：営業日の９：00～17：00 

 

 

 ホームページから、ファンドの商品概要、 

レポート等をご覧いただけます。 

https://www.sbiam.co.jp/ 
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○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 

基  準  価  額 
投資信託証券 
組 入 比 率 

純資産 
総 額 （分配落） 

税 込 
分配金 

期 中 
騰落率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

８期(2019年９月17日) 14,745 0 3.8 97.2 1,838 

９期(2020年９月14日) 15,229 0 3.3 97.1 2,114 

10期(2021年９月14日) 16,227 0 6.6 97.8 2,588 

11期(2022年９月14日) 16,194 0 △ 0.2 98.0 2,940 

12期(2023年９月14日) 16,490 0 1.8 97.7 3,351 

（注）当ファンドにはベンチマークはありません。また、適当な参考指数もないことから、ベンチマーク、参考指数を特定していません。 

 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年 月 日 
基  準  価  額 投資信託証券 

組 入 比 率  騰 落 率 

（期   首） 円 ％ ％ 

2022年９月14日 16,194 － 98.0 

９月末 15,616 △ 3.6 97.4 

10月末 15,894 △ 1.9 99.4 

11月末 15,975 △ 1.4 96.3 

12月末 15,641 △ 3.4 97.4 

2023年１月末 15,883 △ 1.9 97.0 

２月末 15,810 △ 2.4 97.1 

３月末 16,098 △ 0.6 96.4 

４月末 16,157 △ 0.2 97.9 

５月末 16,257 0.4 98.5 

６月末 16,598 2.5 98.2 

７月末 16,555 2.2 98.4 

８月末 16,532 2.1 98.1 

（期   末）    

2023年９月14日 16,490 1.8 97.7 

（注１） 騰落率は期首比です。 
（注２） 当ファンドにはベンチマークはありません。また、適当な参考指数もないことから、ベンチマーク、参考指数を特定していません。   
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■当期の運用状況と今後の運用方針（2022年９月15日から2023年９月14日まで） 
 

○基準価額等の推移 
 

 

期 首： 16,194円 
期 末： 16,490円（既払分配金（税込み）：0円）
騰落率： 1.8％ 

 
（注１） 当ファンドでは、ベンチマークを採用していません。また、適当な参考指数もないため当ファンドのみ表記しています。 
（注２） 当ファンドは、設定日以降分配を行っていないため分配金再投資基準価額は記載していません。 
 
 

○基準価額の主な変動要因 
 
上昇要因 

・株価上昇要因として、堅調な米経済指標発表を受けて米利上げによる景気後退観測が後退し、ソフトランディ

ング期待が高まったこと。 

・ 日本などの株価上昇要因として、日本での金融緩和継続期待や一部の新興国で金融緩和への転換への期待が高

まったこと。 

・ 米国景気堅調などから米金利の高止まり観測が強まったこと、一方、日本で日本銀行の金融緩和継続観測が根

強く、米国と日本の金融政策の方向性の差から米ドル高円安傾向となったこと。 

・ 金は、米地銀の経営危機や地政学的リスクが意識されたことなどからリスク回避の買いが見られたこと。 
 
下落要因 

・ 金利上昇（債券価格の下落）要因として、堅調な米経済指標発表を受けて米利上げによる景気後退観測が後退

し、ソフトランディング期待が高まったこと。 

・ 堅調な米景気動向やインフレ指標の高止まりを受けて米金利の高止まり継続、長期化観測が強まり債券利回り

が上昇傾向となったこと。  
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○投資環境 
 
【株式】 

 
（国内） 

当期の日経平均株価は27,000円台から始まりました。米連邦準備制度理事会（FRB）の大幅利上げや英減税計

画による英財政悪化への懸念に伴う金利急騰などから、世界的にリスク回避の動きが強まり期初から2022年９月

末にかけて日経平均は下落しました。その後、米CPIの伸び鈍化などにより米国株が上昇したことにつれ、日経平

均株価は上昇局面に入りました。12月は日本銀行が金融政策決定会合で長期金利の許容変動幅を拡大したことで

日経平均株価が下落しました。しかし、2023年１月は日本銀行が現行の金融政策を維持するとともに、金利上昇

の抑制を図る措置を決定したことから、国内株の下押し圧力が弱まり、円安もあり日経平均株価が上昇しました。

３月中旬、米銀行破綻懸念を受けて日経平均株価が軟調となりました。しかし、米当局の迅速な対応により信用

不安が後退し、３月は日経平均株価が上昇しました。４月は堅調な米雇用統計から米景気減速懸念が和らぐ中、

米著名投資家が日本株への追加投資を示唆したことや、国内小売大手の決算などが好感され、日経平均株価が上

昇しました。５月は、国内企業の好決算や海外投資家からの買いが強まったとともに、円安の進行が支えとなり、

日経平均株価が上昇しました。その後、国内株式は、海外投資家からの買いが継続する中、全固体電池の実用化

方針を示した大手自動車株などが買われ一段と上昇しました。７月から期末にかけて、日経平均株価はもみ合い

となりました。通期では日経平均株価が上昇し、33,000円台で終えました。 

 

（先進国） 

期初、米国市場を代表するS&P500種指数は3,900台で始まりました。FRBのパウエル議長がインフレ抑制に向け

て利上げ継続姿勢を強調し、米金利が上昇したことなどを受けて、S&P500種指数は2022年10月中旬に3,500台まで

下落しました。その後、英減税計画の一部撤回や消費者物価指数（CPI）の伸び鈍化が好感され、11月に4,000近

辺までS&P500種指数が反発しました。12月には一時的に低下しましたが、2023年１月に、雇用統計で賃金の伸び

鈍化が確認されるとともに、景気の軟着陸期待も強まったことから、上昇しました。しかし２月に雇用の大幅増

加、CPIの上ぶれや堅調な小売売上高に伴う高インフレ懸念や３月に米国金融機関の破綻に伴う信用不安などによ

り、S&P500種指数が調整局面に入りましたが、当局の対応などからやや値を戻し、３月は上昇しました。４月か

ら５月末にかけて、レンジ相場が続きました。６月は米債務上限適用停止法案の可決・成立を受けてリスク選好

が改善する中、堅調な雇用統計などが好感されて上昇しました。７月はCPIの鈍化、企業の好決算などを受けて、

S&P500種指数が更に上昇しました。通期ではS&P500種指数が上昇し、4,500台で終えました。 

 

（新興国） 

期初から2022年10月末にかけて、FRBの大幅利上げや英経済対策への懸念に伴う金利急騰などから、世界的に

リスク回避の動きが強まり、新興国株式市場は下落しました。11月は中国のゼロコロナ政策緩和やドル安進展が

好感され、新興国株式市場が上昇しました。また、2023年１月に台湾の半導体大手の決算を受けて世界的にハイ

テク株が上昇したことにつれ、新興国株式市場が更に上昇しました。２月はドル高や米金利上昇を受けてハイテ

ク株などが軟化したことと、インドでは新興財閥の不正会計疑惑などにより、新興国株式市場が下落に転じまし

た。６月から７月にかけて、中国当局による景気刺激策への期待と米ハイテク株高による半導体関連株高などか

ら、新興国株式市場は上昇しました。通期では新興国株式市場が上昇で終了しました。 
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＜組入投資信託証券の推移：株式＞ 

 

  
  

  
 

  
出所：Bloomberg のデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）期首を 100 として指数化（分配込み）したものです。 
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出所：Bloomberg のデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）期首を 100 として指数化（分配込み）したものです。 
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【債券】 
 
（国内） 

期初、米長期債利回りが上昇するなか10年国債利回りは変動許容幅上限の0.25％の水準で始まりました。その

後、横ばいで推移しましたが、2022年12月に日本銀行が許容変動幅の拡大を決めたことから上昇し変動許容幅の

上限の0.5％に達した後横ばいとなりました。その後、米欧長期債利回りの低下につれた動きなど海外要因で下げ

る場面もありましたが、2023年４月ごろまで概ね0.5％で横ばいとなりました。３月に日本銀行が金融政策決定会

合で金融政策の現状維持を決めると0.3％割れまで低下しました。４月にかけて日本銀行の新体制を巡り金融政策

の修正が行われるとの観測から上昇しました。しかしながら、日本銀行が金融政策決定会合で現状維持を決定し

たことや日本銀行の金融緩和の長期化観測が強まったことなどを背景とし10年国債利回り水準の上値は抑えられ、

0.4％程度の水準での推移が７月初まで続きました。７月に入り、日本銀行の金融政策修正への警戒感などから金

利は上昇しました。さらに、下旬は、日本銀行が長短金利操作の運用柔軟化を決め、長期金利がこれまでの変動

許容幅の上限0.5％を超えることを容認する姿勢を示したことから、上昇しました。結局0.7％台前半で終了しま

した。 

 

（先進国） 

期首、米10年国債利回りは3.5％近辺にあり、米CPIの上昇、米連邦公開市場委員会（FOMC）での大幅利上げ

などに４％台まで上昇しました。2022年10月下旬にかけて米景気の減速懸念やFRBが利上げ幅を縮小するとの観測

などから低下しました。堅調な経済指標発表やインフレ指標の上振れにより利上げ観測が強まることで長期債利

回りも上昇する局面、弱めの経済指標の発表やインフレ指標の伸び鈍化を受けて長期債利回りも下降する局面、

これらが繰り返す時期が2023年３月ごろまで続きました。３月に米地銀の破綻が発生するとリスク回避の動きか

ら債券は買われ長期債利回りは低下し、４月ごろまで相対的に低い水準で債券利回りは推移し、４月に当期の最

低水準である3.3％台を付けました。５月に入ると堅調な経済指標の発表やリスク回避的な動きの後退から、債券

利回りは再び上昇傾向となりました。６月以降も堅調な経済指標の発表を受けてFRBによる利上げの長期化観測が

継続しました。弱めの経済指標発表やインフレの伸びの鈍化が見られるといったん低下するものの、強めの経済

指標発表やインフレ指標の高止まりが懸念されると再び上昇するといった動きが続きました。全体として根強い

インフレ圧力や景気の底堅さが意識され、債券利回りの上昇傾向は続きました。結局、4.4％台で当期を終えました。 

 

（新興国） 

当期、米ドル建て新興国債券市場は通期では上昇しました。背景として、期初、米国債利回りの上昇、これに

よる新興国の資金調達コストの拡大懸念による信用スプレッド（米国国債と米ドル建て新興国債券の利回り差）

の拡大などから新興国債券（ドル建て）利回りは上昇しました。2023年10月以降、米債券利回りの上昇ペースが

鈍化したことから、新興国への資金流入が回復したため新興国債券利回りは低下しました。2022年２月初ごろま

で、インフレ鈍化でFRBが利上げペースを緩和するといった観測も見られ、利回りは低下しました。２月ごろから

３月中旬ごろにかけて、堅調な経済指標の発表を受けて、FRBの利上げ積極化が懸念され新興国債券利回りは上昇

しました。しかし、米銀破綻を受けて米国債利回りは低下傾向となり、新興国債券利回りも低下傾向に転じまし

た。低下を支えたのは、米景況感の悪化、米地銀の経営不安などによる米長期債利回りの低下でした。信用スプ

レッドも５月ごろから米欧金融不安や米債務上限問題などのリスク要因への懸念が後退したことなどから縮小し
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ました。一方、７月下旬ごろから景気後退懸念が緩和されるなか、米国債利回りは上昇、さらに中国の景気回復

遅延や不動産問題が注目されたことなどから信用スプレッドも拡大しました。期末に向けて債券利回りは上昇傾

向となり値を下げて引けました。 

 

＜組入投資信託証券の推移：債券＞ 
 

  
  

 

 

出所：Bloomberg のデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）期首を 100 として指数化（分配込み）したものです。 
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【オルタナティブ】 
 
（原油） 

期初、WTI原油先物価格で１バレル85ドル程度で始まりました。11月ごろまで、中国の景気動向や石油輸出国

機構（OPEC）の動向などを見ながら70ドル台から90ドル台でのレンジでの推移となりました。2022年12月以降は、

OPECプラスの増減産動向などの需給動向やFRBの金融政策動向に着目しながら、70ドル近辺から80ドル近辺と言

った狭いレンジでの推移となりました。2023年３月に入っても、FRBのタカ派的な姿勢、引き続きOPECプラスの

増減産動向を見ながら方向感のない推移となりました。しかしながら、中旬にかけて米国の一部銀行の経営破綻

などを受けた金融システム不安などを背景にリスク回避的な動きが強まり、一時、60ドル台後半へ急落しました。

その後、金融当局の対応により金融システム不安が緩和されたため値を戻しました。不安定な相場環境は続き、

６月ごろまで70ドル近辺でのもみ合いが続きました。６月以降、サウジアラビアが自主減産を表明し継続するな

か、米国の石油在庫の減少傾向が意識され価格は上昇傾向となりました、米国の景気後退リスク観測が堅調な米

経済指標発表を受けて後退したことも上昇要因となりました。結局、90ドル近辺で終了しました。 
 

（金） 

期初、１オンス1,700ドル近辺で始まりました。米ドルや米長期金利動向を見ながら神経質な推移となりました

（米ドル高、米長期金利の上昇⇒金価格の下落、米ドル安、米長期金路の低下⇒金価格の上昇）。2022年11月には、

FOMCの声明で、利上げペース鈍化の可能性が示唆されたこと、10月米雇用統計が労働市場の鈍化を示唆するもの

と理解されたこと、10月米CPIが、インフレ鎮静化を示すものであったことなどから、長期金利が低下し、ドル安

傾向となりました。このため、金価格は上昇傾向となり、2023年１月には1,900ドル台半ば近辺まで上昇しました。

その後、３月にかけてインフレの高止まりを示す指標が続いて、金利の高止まり観測が強まったことから金価格

が下落傾向となりました。しかしながら、３月に入り、米地銀の経営危機が相次いで発生し、リスク回避的な動

きが強まる中金は買われました。米地銀の経営危機に対して米金融当局が迅速に対応し落ち着きが見られたもの

の、その後も他の金融機関への波及懸念などもあり、５月ごろまで不安定な環境が続きました。このため金価格

は一時2,000ドル台前半を付けるなど1,950ドル台を中心に推移しました。その後は、米景気の後退リスク観測が

堅調な米景気発表などで後退するなか米金利の高止まり観測や米ドル高傾向が続き金価格は方向感のない動きと

なり、結局1,900ドル近辺で引けました。 
 

（リート） 

期初から2022年10月前半にかけて、米国REIT市場は下落局面にありました。その背景には、FRB高官がインフ

レ抑制に向けて利上げ継続姿勢を強調したことと、英経済対策への懸念に伴う金利急騰が嫌気されたことなどが

挙げられます。CPIの伸び鈍化、雇用統計で賃金の伸び鈍化などが確認されるとともに、景気の軟着陸期待も強ま

ったことから10月後半から2023年１月末にかけて、米国REIT市場は上昇しました。しかし２月に雇用の大幅増加、

CPIの上ぶれや堅調な小売売上高に伴う高インフレ懸念などによりFRBの利上げ継続観測が強まり、調整局面に入

りました。さらに、銀行破綻などから信用収縮が懸念され下落幅を拡大しました。３月下旬、金融システムの信

用不安が和らぎ、米国REIT市場は若干値を戻しました。６月、米債務上限適用停止法案の可決を受けてリスク選

好が改善する中、堅調な雇用統計が好感され、米国REIT市場は上昇しました。７月は、大型不動産合併・買収（M&A）

発表を受けたオフィス市場への過度な懸念後退に伴い、米国REIT市場の上昇が続きました。しかしながら、８月

は、米複数銀行の格下げや米長期金利上昇が嫌気され、下落しました。通期で、米国REIT市場は下落しました。 
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＜組入投資信託証券の推移：オルタナティブ＞ 

 

  
  

  
出所：Bloomberg のデータを基にＳＢＩアセットマネジメントが作成 
（注）期首を 100 として指数化（分配込み）したものです。 

 

【為替】 

当期、米ドル円相場143円台で始まり、金融引き締めを積極化するFRBの動きを受けてドル高・円安傾向が続き

ました。このような状況下、2022年９月22日に日本銀行は約24年ぶりに為替介入を実施しました。その後も、米

CPIの高止まりにより引締め懸念から米ドルは上昇し10月20日～21日に150円台を付け、為替介入が実施され140円台

後半での推移となりました。11月以降、FOMCで利上げ幅が拡大されるとの見方が後退し、ドル安・円高が進み、

2023年１月は米ドル円相場が128円台まで下落しました。３月は堅調な米雇用統計や、米サービス業景気指数の予

想を上回る改善などから、ドル高・円安が進展しました。４月から６月末にかけて、FRBによる利上げ継続観測、

米債務上限問題を巡る過度な懸念後退、日本銀行の金融政策の現状維持などから、ドル高・円安が進みました。

その後、米雇用統計の結果が市場予想を下回ったことや日本銀行の政策変更の可能性が市場で意識されたことな

どからドル安・円高方向へ急速に転じました。しかしながら、米GDPの上振れなどにより７月中旬から期末にか

けてドル高・円安が進みました。８月は、米長期金利が上昇する中、日米金利差の拡大が意識され、ドル高・円

安が続きました。通期では、ドル高・円安が進み、147円台で終えました。   
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○当ファンドのポートフォリオ 

 

 

  国内株式 先進国大型株式 新興国株式  

  先進国・新興国小型株式 国内債券 先進国債券  

  新興国債券 ヘッジファンド コモディティ  

  リート   

 
 
ウエルスアドバイザー株式会社の投資助言に基づい

た基本投資割合に従い、国内及び海外のETF（上場投

資信託）及び投資信託証券への投資を行い、投資比率

の合計は、おおむね95％以上の高位を保ちました。ま

た、ヘッジファンド及びコモディティを投資対象とし

ているETFに対し、為替ヘッジを行いました。 

 
（注） 各資産の詳細につきましては、19ページ以降の<ご参考>組入投

資信託証券の概要をご覧下さい。 
 

 
 

 

為替ヘッジの状況 

年 月 日 ①外貨建資産 ②為替ヘッジ 通貨エクスポージャー（①－②） 通貨 

(期首)2022年９月14日 38.8％ 20.6％ 18.2％ 米ドル 

９月末 37.7％ 21.3％ 16.4％ 米ドル 

10月末 39.1％ 21.1％ 18.0％ 米ドル 

11月末 37.5％ 19.3％ 18.2％ 米ドル 

12月末 32.9％ 21.0％ 11.8％ 米ドル 

2023年１月末 33.2％ 20.4％ 12.8％ 米ドル 

２月末 33.2％ 21.3％ 11.9％ 米ドル 

３月末 32.7％ 20.3％ 12.4％ 米ドル 

４月末 33.3％ 22.0％ 11.3％ 米ドル 

５月末 33.8％ 22.8％ 11.0％ 米ドル 

６月末 33.7％ 21.7％ 12.0％ 米ドル 

７月末 34.3％ 21.9％ 12.4％ 米ドル 

８月末 34.7％ 22.6％ 12.2％ 米ドル 

(期末)2023年９月14日 33.1％ 20.9％ 12.2％ 米ドル 

（注１） 純資産総額に対する比率です（為替ヘッジ比率は純資産総額に対する予約外貨評価額の比率です。）。 
（注２） 通貨エクスポージャーとは、外貨建資産のうち、為替変動のリスクを受ける割合のことを指します。 
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【当期の投資割合】 

  

 
 
 

 
【当期末の組入投資信託証券の状況】 

 

投 資 対 象 投 資 信 託 証 券 の 名 称 通 貨 
当期の 
騰落率 

組入比率 

国 内 株 式 i シェアーズ・コア TOPIX ETF 円 26.8％ 8.9％ 

先 進 国 大 型 株 式 シュワブ U.S.ラージキャップ ETF 米ドル 15.7％ 2.8％ 

先 進 国 株 式 バンガード・FTSE・ヨーロッパ ETF 米ドル 20.9％ 0.9％ 

先 進 国 株 式 バンガード・FTSE ディベロップド・アジア・パシフィック（除く日本）・UCITS ETF 米ドル 7.5％ 0.2％ 

新 興 国 株 式 SPDR ポートフォリオ 新興国株式 ETF 米ドル 4.8％ 1.0％ 

先 進 国 小 型 株 式 バンガード・スモールキャップ ETF 米ドル 5.6％ 0.6％ 

先進国・新興国小型株式 バンガード・FTSE・オールワールド（除く米国）スモールキャップETF 米ドル 9.9％ 0.4％ 

国 内 債 券 MUAM 日本債券インデックスファンド（適格機関投資家限定） 円 －2.8％ 40.9％ 

先 進 国 債 券 MUAM 外国債券インデックスファンド（適格機関投資家限定） 円 2.1％ 14.7％ 

新 興 国 債 券 バンガード・米ドル建て新興国政府債券 ETF 米ドル 5.3％ 2.9％ 

ヘ ッ ジ フ ァ ン ド ★ IQ ヘッジ マルチストラテジー トラッカーETF 米ドル 7.4％ 3.0％ 

コ モ デ ィ テ ィ ★ インベスコ・ブルームバーグ・コモディティ UCITS ETF 米ドル －7.3％ 5.0％ 

コ モ デ ィ テ ィ ★ abrdn フィジカル・ゴールド・シェアーズ ETF 米ドル 12.3％ 13.6％ 

先 進 国 リ ー ト シュワブ U.S.リート ETF 米ドル －6.8％ 2.9％ 

★ ヘッジファンドとコモディティを投資対象としているETFに対し、為替ヘッジを高位に行います。 
（注１）組入比率は純資産総額に対する比率です。 
（注２）各比率の合計が四捨五入の関係で投資信託証券（組入資産の状況）の比率と一致しないことがあります。 
（注３）バンガード・スモールキャップETFは先進国小型株式のみの組入れです。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 
 

当ファンドにはベンチマークはありません。また、適当な参考指数もないことから、ベンチマーク、参考指数

を特定しておりません。 
 

○分配金 
 

当期は基準価額水準等を勘案し、収益分配は見送らせていただきました。 

なお、分配金にあてず信託財産内に留保した収益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。 
 

 分配原資の内訳 
 
 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項     目 
第12期    

2022年９月15日～ 
2023年９月14日 

   

当期分配金 －    
（対基準価額比率） －％    
 当期の収益 －    
 当期の収益以外 －    
翌期繰越分配対象額 6,489    

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。   
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○今後の運用方針 
 

ETF（上場投資信託）及び投資信託証券への投資を通じて、株式（国内、先進国大型、新興国大型、先進国小

型、新興国小型）、債券（国内、先進国、新興国）、オルタナティブ資産（ヘッジファンド、コモディティ、リー

ト）の資産に分散投資を行います。 

株式や債券等の伝統的資産と値動きが異なるオルタナティブ資産もポートフォリオに組入れることで、信託財

産の安定的な収益獲得をめざします。また、引き続き、ヘッジファンド及びコモディティを投資対象としている

ETFに対し、為替ヘッジを行います。なお、家計や市場の構造変化などを考慮し、ウエルスアドバイザー株式会社

の投資助言を受け年１回基本投資割合の変更を行います。 

 
 

【今後の基本投資割合計画】 
 

    

 
（注）資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができないことがあります。 

  

第12期期末時点

株式
15%コモディティ

19%

ヘッジファンド
3%

リート
3%

債券
60%

42%

9%

15%

1%
1%
3%

4%

2025年
株式
10%コモディティ

15%

ヘッジファンド
3%

リート
3%

債券
69%

1%

56%

1%12%

4%

3%
1%

4%

5%
3%

2035年
株式
13%コモディティ

12%

ヘッジファンド
3%

リート
2%

債券
70%

1%

58%

1%
11%

7%

3%
4%

8%

1%
2%

4%

国内株式 先進国大型株式 新興国株式 先進国・新興国小型株式
新興国債券 

先進国債券 国内債券 
リート ヘッジファンド コモディティ 

安定運用開始 

金 

10% 
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○１万口当たりの費用明細 （2022年９月15日～2023年９月14日）

 

項   目 
当   期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

(a) 信 託 報 酬 78 0.484 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 (投 信 会 社) (  35) (0.220) 委託した資金の運用の対価 

 (販 売 会 社) (  35) (0.220) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価 

 (受 託 会 社) (   7) (0.044) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) 売買委託手数料 3 0.017 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権

口数 

 (投資信託証券) (   3) (0.017) ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支

払う手数料 

(c) 有価証券取引税 0 0.000 (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権

口数 

 (投資信託証券) (   0) (0.000) ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関

する税金 

(d) そ の 他 費 用 5 0.031 (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 (保 管 費 用) (   2) (0.010) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管

及び資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 (監 査 費 用) (   3) (0.021) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 (そ  の  他 ) (   0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他費用 

合   計 86 0.532  

期中の平均基準価額は、16,084円です。  

（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果
です。 

（注２）消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注３）項目ごとに円未満は四捨五入しています。 
（注４）各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 
（注５）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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（参考情報） 

○総経費率 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を

除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は0.69％

です。 
 

 

 
 

（単位：％） 

総経費率（①＋②＋③） 0.69 

①当ファンドの費用の比率 0.51 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.18 

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.00 

（注１） ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注２） ②の費用は、各月末の投資先ファンドの保有比率に当該投資先ファンドの運用管理比率を乗じて算出した概算値です。 
（注３） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
（注４） 各比率は、年率換算した値です。なお、四捨五入の関係により、合計が一致しない場合があります。 
（注５）投資先ファンドとは、このファンドが組入れている投資信託証券です。 
（注６） ①と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注７） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   

経費率 

0.69％ 

運用管理費用 

0.18％ 

運用管理費用 

（販売会社） 

0.22％ 

運用管理費用 

（受託会社） 

0.04％ 

投資先 

ファンド 

0.18％

その他費用 

0.03％ 

運用管理費用 

（投信会社） 

0.22％ 

当ファンド 

0.51％

運用管理費用以外 

0.00％ 
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○売買及び取引の状況 （2022年９月15日～2023年９月14日）

 

 投資信託証券 
 

銘     柄 
買   付 売   付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国

内 

 口 千円 口 千円 

ＩＳＨＡＲＥＳ ＣＯＲＥ ＴＯＰＩＸ ＥＴＦ 8,793 18,548 45,768 96,532 

ＭＵＡＭ 外国債券インデックスファンド（適格機関投資家限定） 74,460,757 110,873 8,649,607 13,622 

ＭＵＡＭ 日本債券インデックスファンド（適格機関投資家限定） 299,366,970 357,328 － － 

外

国 

ア

メ

リ

カ 

 口 千ドル 口 千ドル 

VANGUARD SMALL-CAP ETF 89 16 691 128 

VANGUARD FTSE EUROPE ETF 267 15 2,580 144 

SPDR PORTFOLIO S&P EMERGING MARKETS ETF 780 26 228 7 

IQ HEDGE MULTI-STRAT TRACKER 2,514 73 1,452 43 

SCHWAB US REIT ETF 4,111 79 6,892 132 

VANGUARD FTSE ALL WORLD EX-US SMALL-CAP 69 7 868 90 

SCHWAB US LARGE-CAP ETF 970 46 7,467 350 

VANGUARD FTSE ASIA PAC EX JP 129 3 668 16 

VANGUARD EMERGING MARKETS GOVERNMENT BOND ETF 1,149 69 6,645 412 

abrdn Physical Gold Shares ETF 10,656 191 15,401 282 

INVESCO BLOOMBERG COMMODITY 21,392 500 5,075 117 

（注１） 金額は受渡し代金。 
（注２） 単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。 

 
 

○利害関係人との取引状況等 （2022年９月15日～2023年９月14日）

 

該当事項はありません。 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 
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○組入資産の明細 （2023年９月14日現在）

 

 ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細 
 

銘  柄  名 
期首(前期末) 当    期    末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 
 口 口 千円 ％ 
ＩＳＨＡＲＥＳ ＣＯＲＥ ＴＯＰＩＸ ＥＴＦ 158,695 121,720 299,796 8.9 
ＭＵＡＭ 外国債券インデックスファンド(適格機関投資家限定) 241,589,916 307,401,066 491,595 14.7 
ＭＵＡＭ 日本債券インデックスファンド(適格機関投資家限定) 864,674,440 1,164,041,410 1,371,822 40.9 

合     計 1,106,423,051 1,471,564,196 2,163,214 64.5 
（注１）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率です。 
（注２）口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 

 ファンド・オブ・ファンズが組入れた外貨建ファンドの明細 
 

銘  柄  名 

期首(前期末) 当    期    末 

口 数 口 数 
評  価  額 

比 率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

（アメリカ） 口 口 千ドル 千円 ％ 
VANGUARD SMALL-CAP ETF 1,287 685 133 19,667 0.6 
VANGUARD FTSE EUROPE ETF 5,713 3,400 202 29,807 0.9 
SPDR PORTFOLIO S&P EMERGING MARKETS ETF 5,918 6,470 221 32,650 1.0 
IQ HEDGE MULTI-STRAT TRACKER 21,140 22,202 672 98,938 3.0 
SCHWAB US REIT ETF 37,806 35,025 660 97,216 2.9 
VANGUARD FTSE ALL WORLD EX-US SMALL-CAP 1,563 764 83 12,332 0.4 
SCHWAB US LARGE-CAP ETF 18,772 12,275 648 95,456 2.8 
VANGUARD FTSE ASIA PAC EX JP 2,005 1,466 35 5,221 0.2 
VANGUARD EMERGING MARKETS GOVERNMENT BOND ETF 16,519 11,023 669 98,519 2.9 
abrdn Physical Gold Shares ETF 174,006 169,261 3,092 455,108 13.6 
INVESCO BLOOMBERG COMMODITY 31,748 48,065 1,127 166,002 5.0 

合     計 316,477 310,636 7,548 1,110,920 33.1 
（注１） 邦貨換算金額は期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
（注２） 比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率です。 
（注３） 口数・評価額の単位未満は切捨て。 
 
○投資信託財産の構成 （2023年９月14日現在）

 

項       目 
当     期     末 

評 価 額 比   率 
 千円 ％ 
投 資 信 託 受 益 証 券 3,274,135 97.0 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 100,816 3.0 
投 資 信 託 財 産 総 額 3,374,951 100.0 

（注１） 評価額の単位未満は切捨て。 
（注２） 当期末における外貨建て純資産（1,111,658千円）の投資信託財産総額（3,374,951千円）に対する比率は32.9％です。 
（注３） 外貨建て資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、９月14日における邦貨換算

レートは、１ドル＝147.17円です。 
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○特定資産の価格等の調査 
 

該当事項はありません。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況（2023年９月14日現在）

 
項     目 当 期 末 

(Ａ) 資 産 4,068,799,424円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 97,665,300 

 投資信託受益証券(評価額) 3,274,135,544 

 未 収 入 金 693,847,880 

 未 収 配 当 金 3,150,700 

(Ｂ) 負 債 716,800,115 

 未 払 金 702,805,571 

 未 払 解 約 金 5,788,631 

 未 払 信 託 報 酬 7,875,648 

 未 払 利 息 265 

 そ の 他 未 払 費 用 330,000 

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 3,351,999,309 

 元 本 2,032,790,238 

 次 期 繰 越 損 益 金 1,319,209,071 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 2,032,790,238口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,490円 

<注記事項（運用報告書作成時には監査未了）> 
（貸借対照表関係） 
期首元本額 1,816,082,427円 
期中追加設定元本額 377,082,251円 
期中一部解約元本額 160,374,440円 

 

○損益の状況 (2022年９月15日～2023年９月14日)

 
項     目 当   期 

(Ａ) 配 当 等 収 益 20,345,506円 

 受 取 配 当 金 20,407,918 

 受 取 利 息 54,749 

 そ の 他 収 益 金 150 

 支 払 利 息 △       117,311 

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 57,018,182 

 売 買 益 206,915,538 

 売 買 損 △   149,897,356 

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △    15,962,472 

(Ｄ) 当 期 損 益 金 ( Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ ) 61,401,216 

(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 264,102,003 

(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 993,705,852 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (     625,019,311) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (     368,686,541) 

(Ｇ)   計   ( Ｄ ＋ Ｅ ＋ Ｆ ) 1,319,209,071 

(Ｈ) 収 益 分 配 金 0 

 次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｇ ＋ Ｈ ) 1,319,209,071 

 追 加 信 託 差 損 益 金 993,705,852 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (     625,019,311) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (     368,686,541) 

 分 配 準 備 積 立 金 325,503,219 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費
税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（16,147,376円）、
費用控除後の有価証券等損益額（37,571,631円）、信託約款
に規定する収益調整金（993,705,852円）および分配準備積
立金（271,784,212円）より分配対象収益は1,319,209,071円
（10,000口当たり6,489円）ですが、当期に分配した金額は
ありません。 
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<ご参考> 組入投資信託証券の概要 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

iシェアーズ・コア TOPIX ETF 国内株式 TOPIX（東証株価指数） 0.045％ BlackRock, Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

  

トヨタ自動車 3.8％   

ソニー 2.8％   

キーエンス 2.1％   

三菱ＵＦＪフィナンシャルＧ 2.0％   

日本電信電話 1.7％   

三菱商事 1.4％   

三井住友フィナンシャルＧ 1.3％   

日立 1.3％   

東京エレクトロン 1.3％   

任天堂 1.3％   

出所：BlackRock, Inc.のデータを基に SBI アセットマネジメントが作成 
（注１）2023年６月30日時点の比率です。 
（注２）経費率は税抜の料率です。 

 
 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

シュワブU.S.ラージキャップETF 先進国大型株式 
ダウジョーンズU.S.ラージ キャップ・トータル・
ストック・マーケット・インデックス 

0.03％ 
Charles Schwab 
& Co., Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

組入上位業種 比率 

Apple Inc. 7.2％ 情報技術 28.0％ 

Microsoft Corporation 6.4％ ヘルスケア 13.3％ 

Amazon.com, Inc. 2.9％ 金融 12.7％ 

NVIDIA Corporation 2.6％ 一般消費財 10.7％ 

Alphabet Inc. Class A 1.8％ 資本財・サービス 9.1％ 

Tesla, Inc. 1.8％ 一般消費財・サービス 8.2％ 

Meta Platforms Inc. Class A 1.6％ 生活必需品 6.3％ 

Alphabet Inc. Class C 1.6％ エネルギー 4.0％ 

Berkshire Hathaway Inc. Class B 1.5％ 不動産 2.8％ 

UnitedHealth Group Incorporated 1.1％ 素材 2.6％ 

出所：Charles Schwab & Co., Inc.のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2023年６月30日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

バンガード・FTSE・ 
ヨーロッパETF 

先進国株式 
FTSE欧州先進国オールキャップ・ 
インデックス 

0.11％ 
The Vanguard  
Group, Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

組入上位10カ国 比率 

Nestle SA 2.8％ 英国 24.3％ 

ASML Holding NV 2.5％ フランス 17.3％ 

Novo Nordisk A/S 2.2％ スイス 14.5％ 

LVMH Moet Hennessy Louis Vuitton SE 2.0％ ドイツ 12.6％ 

Roche Holding AG 1.9％ オランダ 6.8％ 

AstraZeneca plc 1.9％ スウェーデン 5.2％ 

Shell plc 1.8％ デンマーク 4.5％ 

Novartis AG 1.8％ イタリア 4.2％ 

HSBC Holdings plc 1.4％ スペイン 4.0％ 

SAP SE 1.3％ フィンランド 1.8％ 

出所：The Vanguard Group, Inc.のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2023年６月30日時点の比率です。 

 
 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

バンガード・FTSE ディベロップド・アジア・ 
パシフィック（除く日本）・UCITS ETF 

先進国株式 
FTSE ディベロップド・アジア・ 
パシフィック（除く日本）インデックス 

0.15％ 
The Vanguard  
Group, Inc.  

 

組入上位10銘柄 比率 

 

組入上位10業種 比率 

Samsung Electronics Co. Ltd. 10.2％ 金融 26.5％ 

BHP Group Ltd. 5.2％ 素材 13.2％ 

AIA Group Ltd. 4.1％ 情報通信 12.0％ 

Commonwealth Bank of Australia 3.9％ 資本財･サービス 10.0％ 

CSL Ltd.  3.1％ 一般消費財 8.9％ 

National Australia Bank Ltd. 1.9％ 不動産 7.1％ 

Westpac Banking Corp. 1.7％ テクノロジー 6.1％ 

Hong Kong Exchanges & Clearing Ltd. 1.6％ ヘルスケア 6.1％ 

ANZ Group Holdings Ltd. 1.6％  生活必需品 3.8％ 

SK Hynix Inc. 1.6％  エネルギー 3.4％ 

出所：The Vanguard Group, Inc.及びBloombergのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2023年６月30日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

SPDR ポートフォリオ  
新興国株式 ETF 

新興国株式 S&PエマージングBMI指数 0.11％ 
State Street  
Global Advisors 

 

組入上位 10 銘柄 比率 

 

組入上位10カ国・地域 比率 

Taiwan Semiconductor Manufacturing Co. Ltd. 4.8％ 中国 30.8％ 

Tencent Holdings Ltd. 3.5％ インド 19.6％ 

Alibaba Group Holding Limited 2.2％ 台湾 17.2％ 

Reliance Industries Limited Sponsored GDR 144A 1.5％ ブラジル 6.1％ 

Meituan Class B 1.0％ サウジアラビア 4.5％ 

Housing Development Finance Corporation Limited 0.9％ 南アフリカ 3.5％ 

HDFC Bank Limited 0.9％ メキシコ 2.8％ 

China Construction Bank Corporation Class H 0.9％ インドネシア 2.6％ 

ICICI Bank Limited Sponsored ADR 0.9％  タイ 2.2％ 

Infosys Limited Sponsored ADR 0.9％  マレーシア 1.9％ 

出所：State Street Global Advisors のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2023年６月30日時点の比率です。 

 
投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

バンガード・スモールキャップETF 先進国小型株式 CRSP USスモールキャップ・インデックス 0.05％ 
The Vanguard  
Group, Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

組入上位10業種 比率 

Fair Isaac Corp. 0.4％ 資本財・サービス 22.2％ 

Builders FirstSource Inc. 0.4％ 一般消費財 15.6％ 

Targa Resources Corp. 0.4％ 金融 13.0％ 

Exact Sciences Corp. 0.4％ テクノロジー 12.8％ 

Atmos Energy Corp. 0.4％ ヘルスケア 11.9％ 

Entegris Inc. 0.3％ 不動産 7.4％ 

Liberty Media Corp-Liberty Formula One 0.3％ エネルギー 5.2％ 

IDEX Corp. 0.3％ 素材 4.0％ 

PTC Inc. 0.3％ 生活必需品 3.3％ 

Reliance Steel & Aluminum Co. 0.3％ 公益事業 3.3％ 

出所：The Vanguard Group, Inc.のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2023年６月30日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

バンガード・FTSE・オールワールド 
（除く米国）スモールキャップETF 

先進国・ 
新興国小型株式 

FTSEグローバル・スモールキャップ 
（除く米国）インデックス 

0.07％ 
The Vanguard  
Group, Inc. 

 

組入上位 10 銘柄 比率 

 

組入上位10カ国・地域 比率 

WSP Global Inc. 0.6％ カナダ 15.7％ 

Cameco Corp. 0.5％ 日本 13.6％ 

First Quantum Minerals Ltd. 0.5％ 英国 9.0％ 

Emera Inc. 0.4％ 台湾 8.6％ 

Open Text Corp. 0.4％ インド 5.7％ 

Ecopro Co. Ltd. 0.4％ 中国 4.9％ 

RB Global Inc. 0.4％ オーストラリア 4.8％ 

TFI International Inc. 0.3％ 韓国 4.7％ 

ARC Resources Ltd. 0.3％  スウェーデン 3.6％ 

GFL Environmental Inc. 0.3％  スイス 3.2％ 

出所：The Vanguard Group, Inc.のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2023年６月30日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 委託会社 

MUAM 日本債券インデックス 
ファンド(適格機関投資家限定) 

国内債券 NOMURA-BPI総合インデックス 
三菱ＵＦＪアセット 
マネジメント株式会社 

 

種類別組入比率 比率 

 

組入上位 10 銘柄 比率 

国債 83.5％ 第142回利付国債（20年） 1.5％ 

地方債 5.5％ 第137回利付国債（20年） 1.3％ 

普通社債 6.0％ 第364回利付国債（10年） 1.1％ 

特殊債券（除く金融債） 4.4％ 第359回利付国債（10年） 1.0％ 

金融債 0.3％ 第356回利付国債（10年） 1.0％ 

  第358回利付国債（10年） 0.9％ 

  第149回利付国債（５年） 0.9％ 

  第350回利付国債（10年） 0.9％ 

   第144回利付国債（５年） 0.9％ 

   第360回利付国債（10年） 0.9％ 

 

○１万口当たりの費用明細 （2022年５月13日～2023年５月12日）

 

項   目 
当   期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

(a) 信 託 報 酬 19 0.154 (a) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷

年間日数） 

 (投 信 会 社) (  11) (0.088) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、

目論見書等の作成等の対価 

 (販 売 会 社) (   3) (0.022) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情

報提供等の対価 

 (受 託 会 社) (   5) (0.044) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実

行等の対価 

(b) 売買委託手数料 0 0.000 (b) 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権

口数 

 (先物・オプション) (   0) (0.000) 有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

合   計 19 0.154  

期中の平均基準価額は、12,016円です。  

（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果
です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注３） 売買委託手数料は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小

数第３位未満は四捨五入してあります。 
（注５） 2023年５月12日時点の比率です。 

出所：三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成   
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 委託会社 

MUAM 外国債券インデックス 
ファンド（適格機関投資家限定） 

先進国債券 
FTSE世界国債インデックス 
（除く日本、円換算ベース） 

三菱ＵＦＪアセット 
マネジメント株式会社 

 

組入上位10カ国 比率 

 

組入上位 10 銘柄 比率 

米国 48.6％ 3.5 T-NOTE 330215 0.5％ 

フランス 8.4％ 1.875 T-NOTE 320215 0.5％ 

イタリア 7.5％ 4.125 T-NOTE 321115 0.5％ 

ドイツ 6.4％ 1.25 T-NOTE 310815 0.5％ 

中国 5.0％ 2.75 T-NOTE 320815 0.5％ 

スペイン 4.9％ 0.875 T-NOTE 301115 0.5％ 

英国 4.7％ 1.375 T-NOTE 311115 0.4％ 

ベルギー 1.8％ 2.875 T-NOTE 320515 0.4％ 

オランダ 1.6％  1.625 T-NOTE 310515 0.4％ 

オーストラリア 1.5％  1.125 T-NOTE 310215 0.4％ 

 

○１万口当たりの費用明細 （2022年５月13日～2023年５月12日）

 

項   目 
当   期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

(a) 信 託 報 酬 31 0.209 (a) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷

年間日数） 

 (投 信 会 社) (  20) (0.132) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、

目論見書等の作成等の対価 

 (販 売 会 社) (   3) (0.022) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情

報提供等の対価 

 (受 託 会 社) (   8) (0.055) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実

行等の対価 

(b) そ の 他 費 用 2 0.011 (b) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 (保 管 費 用) (   2) (0.011) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用 

 (そ  の  他) (   0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用 

合   計 33 0.220  

期中の平均基準価額は、15,042円です。  

（注１） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果
です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注３） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小

数第３位未満は四捨五入してあります。 
（注５） 2023年５月12日時点の比率です。 

出所：三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成   
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

バンガード・米ドル建て 
新興国政府債券ETF 

新興国債券 
ブルームバーグ米ドル建て 
新興市場政府債RIC基準インデックス 

0.20％ 
The Vanguard  
Group, Inc. 

 

組入上位10カ国 比率 

 

組入上位10銘柄 比率 

サウジアラビア 10.6％ アルゼンチン共和国 0.6％ 

メキシコ 10.0％ カタール国債（国際） 0.6％ 

インドネシア 7.3％ 中国工商銀行 0.6％ 

トルコ 7.3％ カタール国債（国際） 0.6％ 

アラブ首長国連邦 6.2％ メキシコ石油公社（ペメックス） 0.6％ 

カタール 4.8％ Saudi Government Internation 0.6％ 

中国 4.1％ メキシコ石油公社（ペメックス） 0.5％ 

ブラジル 3.6％ アルゼンチン共和国 0.5％ 

フィリピン 3.4％ Saudi Government Internation 0.5％ 

コロンビア 3.3％ Saudi Government Internation 0.5％ 

出所：The Vanguard Group, Inc.及びBloombergのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2023年６月30日時点の比率です。 

 
 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

IQ ヘッジ マルチストラテジー 
トラッカーETF 

ヘッジファンド IQ ヘッジ マルチストラテジー インデックス 0.81％ IndexIQ Advisors LLC 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

  

iShares Floating Rate Bond ETF 18.4％   

SPDR Blackstone / GSO Senior Loan ETF 13.4％   

Invesco Senior Loan ETF 11.6％   

SPDR S&P Emerging Markets Small Cap ETF 11.4％   

SPDR Bloomberg Convertible Securities ETF 9.8％   

SPDR Bloomberg Investment Grade Floating Rate ETF 6.1％   

JPMorgan Equity Premium Income ETF 5.0％   

JPMorgan Nasdaq Equity Premium Income ETF 5.0％   

Financial Select Sector SPDR Fund 4.3％   

IQ Merger Arbitrage ETF 3.5％   

出所：IndexIQ Advisors LLCのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2023年６月30日時点の比率です。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

インベスコ・ブルームバーグ・コモディティ  
UCITS ETF 

コモディティ ブルームバーグ商品指数トータルリターン 0.19％ 
Invesco Investment 
Management Ltd. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

  

Commodities Exchange Centre (CEC) Gold 
Composite Commodity Future 

16.4％   

NYMEX New York Mercantile Exchange Light 
Sweet Crude Oil (WTI) Electronic Energy Future 

7.9％   

Intercontinental Exchange Europe Brent 
Crude Electronic Energy Future 

7.4％   

NYMEX New York Mercantile Exchange Henry 
Hub Natural Gas Electronic Energy Future 

6.9％   

CBT Chicago Board of Trade Soybeans 
Composite Commodity Future 

5.6％   

Commodities Exchange Centre (CEC) Copper 
Composite Commodity Future 

5.4％   

Commodities Exchange Centre (CEC) Silver 
Composite Commodity Future 

4.7％   

CBT Chicago Board of Trade Corn 
Composite Commodity Future 

4.4％   

LME London Metal Exchange Aluminium 
Monthly Pit Commodity Future 

4.1％   

CME Chicago Mercantile Exchange Live 
Cattle Electronic Commodity Future 

4.0％   

出所：Invesco Investment Management Ltd. のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
なお、比率については連動する指数の構成比率を記載しています。 

（注）2023年６月30日時点の比率です。 

 
 

投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

abrdnフィジカル・ 
ゴールド・シェアーズETF 

コモディティ 現物の金地金の取引価格 0.17％ 
Aberdeen Standard 
Investments 

出所：Aberdeen Standard Investmentsのデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2023年６月30日時点のデータです。 
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投資信託証券の名称 投資対象 連動する指数 経費率（年率） 委託会社 

シュワブU.S.リートETF 先進国リート 
ダウジョーンズ エクイティ  
オールREIT キャップド インデックス 

0.07％ 
Charles Schwab 
& Co., Inc. 

 

組入上位10銘柄 比率 

 

  

Prologis, Inc. 9.5％   

American Tower Corporation 7.5％   

Equinix, Inc. 5.5％   

Crown Castle Inc. 4.2％   

Public Storage 3.9％   

Realty Income Corporation 3.4％   

Welltower Inc. 3.4％   

Simon Property Group, Inc. 3.2％   

Digital Realty Trust, Inc. 2.8％   

VICI Properties Inc. 2.7％    

出所：Charles Schwab & Co., Inc.のデータを基にSBIアセットマネジメントが作成 
（注）2023年６月30日時点の比率です。 

 
 

上記投資対象ファンドは、第 12 期期末時点のものです。将来の市場構造等の変化によっては、投資対象とする

資産またはスタイルを見直す場合があります。 

 


